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(生 物多様性センター所蔵標本電子画像より)
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生物多様性センターでは1998年 の設立当初よ り、標

本資料(動 植物標本の収集・保管・利活用)に 関する業務

を行ってきました。昆虫類、維管束植物の標本を中心に

2006年11月 現在で約6万 点の生物標本が収蔵 されてい

ます。生物多様性センターの収蔵施設については前号の

ニューズ レター(20号)で 紹介 してお りますので、ご参

照 ください。

今回は生物多様性セ ンターで現在実施中、または実施

予定の標本関連業務 についてご紹介 します。
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報共有データベースの構築

生物多様性センター以外の環境省関連施設(全国各地に

点在する野生生物保護センター、国立公園のビジターセン

ターなど)のうち、20を超える施設に生物遺体を含む標本

資料が保管されています。これらの施設では、一般の方々

から野生生物全般に関わるセンターと認識されている場

合も多いため、保護業務の対象となる希少野生動植物に限

らず、近隣で発見された傷病個体や死体が持ち込まれるこ

とが少なからずあります。そのうちの多くは施設内で冷凍

保管され、一部は来訪者への解説や普及啓発用に剥製化さ

れ展示などに利用されています。

現在これらの生物遺体(標本資料)の保管および保有情

報の管理等は各施設ごとに行っているため、国内希少野生

動植物種をはじめとする貴重な生物遺体・標本資料につい

て、環境省関連施設全体でどの程度保有しているか、リアル

タイムの情報共有・更新がなされていない状況です。そ こ

で、生物多様性セ ンターでは、環境省担当部局の職員を含

め各施設の担当者が情報を共有 し、生物遺体の適正な保管、

普及啓発活動、保護管理計画などへの利活用を図ることを

目的として、環境省内生物標本情報共有データベースの構

築を行っています。

本年度は各施設に保管されている生物遺体を含む標本

資料のデータをと りまとめ、情報 を共有 した上で、次年度

以降にセンターホームページ等によ り、一般の方にも閲覧

可能なデータベースを公開する予定で準備を進めています。

また、このようなデータベースの構築作業 を通じ、本号3

ペー ジ目で ご紹介するGBIF(地 球規模生物多様性情報機

構)との連携方策についても検討を進めていくこととしてい

ます。

勿標本の作製 ・公開

今年のGWと 夏休みに開催したイベントで実物をご覧に

なった方もいらっしゃると思いますが、生物多様性セン

ターでは収蔵庫内に保管された生物標本以外にも、イベン

トや展示スペースにて生物多様性のおもしろさを来館者

の皆様にお伝えするための普及啓発用標本を展示してお

ります。一例を挙げれば、擬態や渡りなど独特の生態をもっ

ているものや、生息環境ごとにみられる昆虫を集めたもの、

また昆虫の種内多様性を表現した標本などがあります。

また、実際に手で触れて体験することができるタヌキや

ハクビシンなどの毛皮標本も展示しています。

さらに、今年はシャンハイガニや外国産クワガタなど本

来は日本に生息していなかった外来生物を知ってもらう

ために、乾燥した個体を樹脂に封入して体の表裏を自由に

観察できるようにした封入標本も作製しました。これら

は空港などで実際に積荷に付着していたものや人によって

持ち込まれた外来生物の個体を標本化しています。外来生
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物に関しては、今後各地の駆除事業等で捕獲された個体

等の標本化を進め、外来生物問題に関する普及啓発用展示

などに活用していく予定です。
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ロ団Fワークシヨツプ開催

10月30日(月)、 東京においてGBIF(地 球規模生物多様

性情報機構=GbbalBbdiv㎝ 虻y1nfo㎜tionFaじmty)

ワー クシ ョップ 「生物多様性インフォマテ ィクスを創出

する」が開催 され ました。

GBIFと は、生物多様性に関するデータ崔各国・各機 関

で分散的に収集 し、ネッ トワークを通じて全世界に利用

することを目的 とす る国際協 力による科学プロジェク ト

であり、日本政府は2001年 の設立当初か らこの活動に参

画しています。

(GBIFJAPANホ ームページ
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今回のワークシ日ップは(拐IF雌 来年か ら本格運用期

である第2期 にはいることか ら、動植物、微生物、菌類等の

広範な生物種、生物標本忙関す るデータに限 らず、生鑑系

のデータか ら遣伝子、たんぱ く質 レベルのデータに至る

まで の生物多様性に関するあらゆ筍情報に関 して、国内

外の専門家による研究交涜 とGBIFの 活動 のさらなる発

展に貢献し.国 内研究 コミュニテ ィーを広 げ ることを目

指して開催されたものです。
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というテー

マで、生物多様性国家戦略、生物多様性センターの調査 ・

情報・標本関連業務及び今稜 のGBIFと の連携について講

演壱行 いました。

環境省 におけるGBIFと の連携方針 としては,ま ず生物

多様性セ ンターで収蔵している標本情報データベース等

の一次データの登録 を進めることとしています。さらに.

今後 目然環境保全墓礎調査等で得 られた生物の胴査結果

について、(}BIF壱 通じた国内外 の情報共有 ・連携方策 に

ついて、検討 を行コてい く予定です.
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O第3次 環境基本計画の策定

環境基本法に基づ壱、わが国の環境保全に関する考

え方や施策をまと酌たものが「環境基本計画」です。本

年4月、「環境から拓く新たなゆたか吉への道」をサブ

テーマとした第3次 計画が策定されました。計画の長

期目標である「循環」.「共生」、「参加」、「国際的取組」は、

環境問題に関するキーワードとして浸透して吉ていま

す由雪、新・基本計画では新たに、環境・経済・社会的側面

の統合的た向上、環境保全の人、地域づくり、計画の進

捗状況を把握するための指標等が盛り込まれています.

特に.生物多様性に関する指標として、「自然環境保全基

礎朝査の植生自熱度」「哺乳類等の分類群における絶滅

のおそれのある種数の割合」等があげられています.セ

ンターでは本計画の内容壱踏まえな郡ら、環境保全の基

礎となるデータ収集を行っていく予定です。

(第3次 環境基本計画

O新 ・生物多様性国家戦略の見直 し

本年8月 か ら「生物多様性国家戦略の見直 しに関す

る懇談会」において、2002年 に策定された国家戦略の

見直しに向けた議論が始まりました。来年2月 までの

間に8回 程度の会合壷開催 し、「保護地域」「里地里山」

等テーマごとの現状分析、NGOヒ アリング等が行わ

れます。第3次 国家戦略は中央環境審議会での審議を

経て、来年の秋 頃に策定される予定です。検討経緯や

懇談会資料等はセンターのホームページに掲載され

ていますのでご参照下さい.

(htb=ノ ノwww上iodi¢ 起rojp/obd/2006/hlde麗 上tmユ)
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シンポジウムの開催結果について

当センター主催の標記シンポジウムが、10月29日 に

東京の発明会舘 にて田催され ました。本シンポジウムの趣

旨は、「重要生態系監視地域モニタリング推進事業(モ ニタ

リングサイ ト1000)」 について、その背景や意義壷紹介

するとともに、今後の我削国における自然環境モニタリン

グの方向性 を議爺するというものでした。

プログラムの始めでは北野大氏(明 治大学)の 特別講演

が行われ、生態系の変化 を環境問題 として意識することの

大切盲について、ユーモア壱交えわ跡 り易く詣話いただき

ました。その次の講演 として、中静撒氏(東 北大学)よ り生

態系の変化 をとらえる世界的な枠組みの動向について説

明をいただきました。どちらの講演もモニタ リング遊考え

ていく上で欠かせない視点を提供して下さいました.当 セ

ンターか らは.モニタリングサイ ト1000の 実施機関と

して、事業概要の説明を行いました.

後半のパネルデ ィスカッションでは、5名 のパネラーの

方々{金 井裕民(日 本野鳥の会)、亀崎直樹氏(日 本ウミガメ

協議会)、野島哲氏仇 州大学)、日浦勉氏(北 海道大学))か ら、

ご自身の係わる調査分野の状況について報告 いただいた

のち.小 林光座長(自 然環境研究センター)の 進行のもと、

「生態系モニタ リングの意義と今後の展望」壱テーマに意

見交換壱行 いました。議論⇒雪進むにつれ、調査体制や各バ

ネラーの立場の違 いを踏まえな由雪らも、調査をす る上での

共通の課題盈垣間見るとと∬できました。
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当セ ンター としては引き続きモニタ リングサイ ト1000

事業の充実・推進壱図ってい く予定で諮 り開係者 のご協力

をお願い申し上げるとともに、本 シンポジウムの開催 に当

た り、多 くの協力をいただ晋ました方々にお礼を申し上げ

す.

lS講 習会"の 開催

7月10日 から12日 までの3日間、生物多様性センターに

おいて環境省の自然環境保全担当の職員を対象としてG15

講習会を実施しました。生駒多様性センターでは自然環境

保全甚礎臓査等の調査成果をG1Sデ ータとして取りまとめ

た自然環境情報GISを 整備して一般に公開していますが、

この講習会はこれちの環境情報壱環境省の業務において

活用するたOの 披術壱習得すること壱目的としています。

平成11年度かむ実施しているこの講習会は今回は13年ぷり

の開催で、生物多様性センター外からは環境省自然環境局

や地方環境事務所から6名の職員が参加しました。参加し

た職員の多くは、国立公園の管理や国の自熊環境保全施策

の計画策定などの業務を担当しており、基礎資料となる環

境情報の有効な話用肢衛を必要としていましたが、多忙な

日常業務の合間での投術習得は困難でした.受講生はG正3

リフトウェアの操作方法について実習を行うと共に、自然

環境調査や国立公園管理における{播の活用事例について

学び宝した。
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第9回 自然系調査研究機関連絡会臨開催のお知らせ

自然系闇査研究機関達烙会議(通 称:NORNAC〕 は、

国や都道府県等 の自然系(自 然環境保全、野生動櫃物保全

等〕の調査研究を行 コている調査研究機関の情報交換、情

報共有化を促進し、科学的知見に基づく自播環境施策壱推

進する ことを目的忙平成10年11月 に発足 し、年1回 、全国

各地で開催 レてい監す。

今年度は11月30日 、12月1日 の両 日に、岩手県環境保健

研究センター との共催によ り、岩手県盛岡市において開催

します。NORNACは 調査研究 ・事例発表会(一 般参加 自

由)と、連絡会議(NORNAC構 成団体参加)の2部 構成 と

なってお り、調査研究 ・事例発表会では、講演会及び14機 関

か ら15題 が報告される予定です〔下記プログラム参照).

調査研究・事例究表会はご自由に参加いただけます(参

加燃 申込不要).皆様のお越しをお待ちしております。

〈調査研究・事例発表会〉

◆ 日 時 平成18年11月30日 〔日)13:儲ンー1㈱

◆場 所 いわて県民情報交涜センター{アイーナ)

8階803会 議室価 岡市盛岡駅西通1-7-1)

崇昨年富での様子や詳釦につ者ましては下記のホームページをご割昭下さい.

田LhUpノ!www㎞ 鋤!r繊t耐r一

◇問い合せ◇ 岩手県環境保健研究センター

(担当=前 田)

〒020銘52岩 手県盛岡市飯岡新田1地 割35-1

TELlO19-656-566εFAXlO19-656-5ε ε7

〈 ■査研究 ・事例発表会プログラム 〈予定)〉

12100・ 一 里付開曲

13:UD^一13:10 ■会あL、さつ

13110・}14=10 講 演 会

「湿 原 の 送粉 共生 系 と眉 釦 瑚即口______________鈴 木 ま ほろ{岩 手県 立博物 館)

「岩 年 稟 の 箒少 蟄 水魚(伍)」 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 竹 内 甚(岩 年 稟 立福 岡高 等 学校)

14:1D^一14:30 憾
14.:30～18=30 調査研史・事例発衰会

14:3D^一14:45 r目視 によ届ブナ科樹木4樹 罹の結実状況圏査について」1水 答 喘稀 ・多田羅充(福 井県自然楳獲センター,

14:45^一15:QO 「福岡市近飾里山林における林床櫨生と土坦動物との国係」1須 田隆一 〔福岡県保健環境研蛎}

15:00^15:15
1

「石川県自山窟にお1ナ看里地里山の変貌と身近な生き物の1小lll弘 司 〔石川県自山自然係護センター}

生息状況」1

15:15^一15:3Q 「到醍県におけ愚里地罰査の現壮と課題」1村 上裕(愛 湿呉立衛生環境研究所}
1

15130～15=45 「里山の自然は守れ愚か一ゼニタナゴ係全の鼠み一」1小 潭 洋一 〔岩手島環境保健研究センター)

16:45^一18100 ・酬 の里山の勧 と現贈 のための阻Il富 髄(闘 熈 囎 蜥 蜥}

16:UD^一1B:15 「東京湾における環境の変化と底棲魚介類酔集の甑運」1堀 口敏宏 〔独立行政法人国立環境研究所}

伯=悟 一佃150 帰
16:30伸16=45 ・肚 雌 醐 本鵬 原におけるチ・亨細 環腿 択楓 旨源 正彦・早見正一 仙製縣 囎 糊 蛎)

と保全」1

1B:45^一17:00 「石川県の砂温晦岸における生態学的甚礎調査1堤 井 意一1石 」ll県の と淘洋ふれあいセンター)

一 シギ ・チ ドリ類の飛来致と餌生物の生息量 一」l

I
17100～17=15 「埼玉県水田地帯に拍けるサギ顛の分布とその条件」1嶋 田知英1埼 玉県環境科学国瞭センター)

17:15^17:30 「大販府に生息すゐニホンジカの遺伝的多様性」1川 井 格史 〔六阪府立食とみどりの総合披術センター〕
i

17=50'}17=45 「北海道における鳥獣保蹴区の自能環境 」1玉 田克巳1北海道環境科単研蹴センター}

17:45^一18:00 ・生粧 郎 テンシャルマガ によ琳 ・トワーク1研 亘(大 囎 立盒とみどりの轍 術センター〕

形成手注調査とモの活用」1

18100・}18=15 「丹沢大山鐙合罰査で明らかにな・コたこと」1田 村 淳(神 奈川吊自黙環境保全センター)

18:15^一18:30
i

「モニタリングサイト10DOに つ いて」1賑 ロ注明 〔環境省生物多様性センター)

18=50帽 り18=40 閉会 あ いさ ・コl
I
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生物多様性セ ンターでは去 る8月6日 、毎年恒例 と

なコている夏のイベント「生物多様性崖つり」を開催 レ

ました.こ のイベン トは、生物多様性保全に関す る普及

啓発事業の一環 として毎年1回 実施 しているもので、

今回で7回 目の開催とな ロ崖す。
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の予約制講座と、「収蔵庫ツアー」「昆虫カー ド探 し」「ク

イズラリー」等8種 類の 目由に参加できる体験型イベ

ント・各種展示を行いヨ…した。

当日は天候 にも恵まれ、1日 の来場 として}工過去最

高の470名 あま りの来場者で賑わいました.特 に、ゴ

ールデ ンウィー クイベン トでも好評だった「カー ド探

し」は、昆虫カー ド第2弾 の公開と相まって行列が出来

るほどの人気で した。子供たちにとってはカー ド収集

を通 じて昆虫の生態について楽 しく学習で者たようで

す。 、

当日実施 したアンO
l

ケー トの結果,「まつ ■ ー

りに参加して楽しかっ .

た」「崖た参加したい」

といった麓 鍬 、}遁
まつりで㊥み・一鰍公■され邑

ただきました。また、 楓本収蔵庫

「勉強になった」「今後 自由研究でセンターを利用 した

い」というご意見もあり、多様性 まつ りへの参加を通 じ

て生物 の不坦議 さ遊体感 し、自然奄より一層身近なも

のに感 じてもらうことが出来たのではないでしょうか。

多楳性 まっ りに参 加されました来場者の皆様 には こ

lll鍔騨 端鞍

や、「草花お しばづ く

り」「生者物ウオッチ

ング」とい,た3つ

生者物観察シリーズイベント壱
●催しました

冒夜のい奮もの螺喰階』

を企画 し、7月15日 に第1弾 「夜のい1きもの探検隊」、

9月23日 に第2弾 「は らコぱむしむし探偵団」、10

月22日 に第5弾 「どんぐりVS松 ぽ っくり」崔開催 し

ました.

第1弾 「夜のい者もの

探検 隊」、9月29日

に第2弾rは らっぱO

しむ し探偵団」、10

月22日 に第3弾 「ど

生物多様性センター

で}工、自燃 を通じ

て生物多様性への理

解を深助ても邑うこ

とを目的に「生責物観

察シリーズ」イベント

1は らコぱむしむし操偵団 」

ん ぐ口VS松 ぼ っくり」を開催 しました。

つ δ 〃 ・
第1弾 匿コウモリの観寮をテーマに、山梨県立富士

湧水の里水族館及び動勒写真家中川雄三氏のご協力壱

頂き、忍野村桂川にて実施しました。当日は、川面に多

くのモモジ1]コウモリが飛来し、初酌て間近で見る野

生のコウモリに参加者は鶯港の声をあげていました。

rどんぐりΨ5挫ぽ,く り」

いた虫 と実物の違いを観察 した り、つかまえたバッタ

のジャンプカを測定 レた りして、身近な虫たちへの輿

味をもコて もらいました。

第3弾 は、秋の木の実をテーマに、生物多様性センター

及びその周辺で実施しました.採集 した ドングリの種

類 の特定や、チーム対抗による ドング リ隠 しゲームを

通 じて植物の種子散布戦略壱学習 してもらいました.

第2弾 ほ、身近な

環境に生息する虫の

観察をテーマに、生

物多様性センタ・一敷

地内で実施しました、

採集前に予想して描



生物多様性センターガイ ド

生物多様性センター施設内の展示ロビーでは、これまで

ミニ企画展示等によりスタッフの手作 り展示を実施してき

ましたが、センターが来館者のみなさまにより親しみをも

って頂けるよう、展示ロビーの改修工事 を実施 しました。

このたび工事が完了し、リニューアル しましたので紹介し

ます。

● コル ク ボ ー ド

従来は展示ロビーの壁面に直接展示物 を貼 り付けてい

ました。今回展示ロビーの主要な壁面スペース に、縁材付

きコル ク

1・ 昌」卜直一 材ボー ド

暉=コ
、 を新た に

1瞬 転lll二
・ 一 國.1'り ・展示

1物 の設置・

取 り外 しが容易になるとともに、テーマ毎 にま とまりの

ある展示 を行うことが 出来 るようにな りました。また、ピ

クチャー レールの増設によ り天井か らのつ り下げ展示可

能な箇所が増加 しました。

● 標 本 展示 用 什 器

セ ンターで所蔵しているほ乳類の毛皮標本等、見学者が

触れ ることのできる標本は従来適切な展示場所があ りま

せんで した。そ こで、ドイツ箱 も収納可能な標本展示用の

臨

輔
彫

、雌鶉

思
1胃

一

王'
多鶏

什器を新

たに設置

しました。

これによ

り、従来

は常設展

示室の希

少種剥製

展示 コーナーのみ設置可能であった標本類が、展示ロビー

に展示できるよ うにな り、標本が来館者 にとってよ り身

近なものとな りま した。

生物多様性センター ニューズレター第21号 平成18(2006)年11月

● タッチパネル

タッチ

パネルの

設置 カウ

ンターを

丸みのあ

るデザイ

ンに改装

しま した。

タ ッチパネルの内容及び機能は これ までどお りですが、

機器類がすっき り収納 され、映像観賞用 の椅子 も設置 さ

れましたので、これ までよ り気楽 に映像鑑賞が出来るよ

うにな りました。

● くつ ろ ぎス ペ ー ス

展示 ロビー最奥 の自動販売機コーナー前に、従来はソ

ファーを設置 して休憩スペースを設 けていま したが、今

回の改装

によ り床

面にクッ

シ ョン材

を敷 き詰

め、靴 を

脱 いで上

がれ るく

つろびスペースとしました。また、フクロウ文庫を壁際に

移動した ことにより、展示ロビー中央部 にソファーを集中

的に設置でき、全体的に休憩できる場所が増加しました。

リニューアルにより、ゆった りと館内を見学できるよう

になった生物多様性センター。お近くにお越 しの際は、是非

お立ち寄 り下さい。

生禰5樵 性センターの体日,曽 は10月 壱もoて麓7い たし窪した.

体日嚇遊σに繁てくれたみんなありがとう。

11月 ～4月 末までは平 日9～17鱒 の欄鱈となり衷す.

■

"」

ヒ



生物多様性センター ニューズレター第21号 平成18(2006)年11月

《転 出》
センター長 北沢 克 巳(総 合政策局環境教育推進室へ)

《転 入》
センター長 東海 林克彦(自 然環境局総務課

動物愛護管理室より)

7月19日 付で生物多様性セ ンター長 に任命 されま

した東海林と申します。よろしくお願い致 します。

さて、皆様 におかれま し

ては既 にご存知の ことと

思いますが、生物多様性

セ ンターは、生物多様性

保全施策のよ り一層の推

進に貢献するための中核

的拠点施設たることをね

セ ン タ ー 動 き(2006年7月 ～11月)

らいとして、「調査」「情報」「標本資料」「普及啓発」の4つ

の業務を、環境省職員が常駐 して総合的に実施 している

施設です。月 日の流れは早いもので、セ ンターが環境省 自

然環境局の一機関として設置されてか ら約9年 にな りま

すが、これまでに収集 ・整理されてきたデータは、その質・

量 ともに膨大なものになってきています。また、自然環境

の質的変化 を迅速 に捉えようとするモニタリング事業 も

本格的に稼動 し始めています。

もとよ り微力ではあ りますが、この蓄積されてきた自

然環境データが、行政機関における自然環境保全施策の

企画立案や研究機関における調査研究の実施等に様々な

形でよ り一層利活用されるよ うに、そのイ ンターフェイ

スの開発等も含めて努力して参 りたいと考えてお ります。

今後 とも、引き続き皆様 のご支援・ご指導等をたまわりま

すようお願い申し上げ ます・ 東 海林 克彦
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去 る8月5日 、小池百合子前環境大臣は山梨県側の富士山5合 目付

近で実施された 「8・5富 士山クリー ン作戦2006」 に参加された

後、生物多様性セ ンターを視察 されました。生物多様性セ ンターで

はセンター業務概要 について説明を受け、標本収蔵庫や執務室な ど

を視察 されました。また翌6日 の 「生物多様性まつ り2006」 の準

備 に奔走するセンター職員、関係団体やボランティア、学生イ ンター

ンを激励されました。

GIS講 習会

夜のいきもの探検隊～水辺のヒミツ～

基礎調査検討会

大臣視察

学生インターン実習

生物多様性まつり

第1回生物多様性国家戦略の見直しに関する
懇談会

中央環境審議会視察

はらっぱむしむし探偵団

植生調査GIS部 会

第2回生物多様性国家戦略の見直しに関する
懇談会

OBIS検 討会

JICA「生物多様性情報システム」研修

植生調査ブロック調査会議(北陸)

植生調査ブロック調査会議(北海道)

どんぐりVS松ぼっくり～あなたはどっちが"木の実'～

植生調査ブロック調査会議(中国・四国)

モニ1000シ ンポジウム

GBIFシ ンポ

総合環境モニタリング調査第1回 検討会

環境情報戦略検討会

第3回生物多様性国家戦略の見直しに関する
懇談会

入札(トランス改修工事)

植生調査ブロック調査会議(東北・中部)

モニ1000シ ギチ検討会・交流会

入札(ガンカモ調査)

植生調査ブロック調査会議(九州)

植生調査ブロック調査会議(近畿1
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